
平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告）

事業者名：ふくしま家づくりネットワーク 展示住宅等の建設地住所：福島県福島市吉倉字吉田９１－１

事業者連絡先

（とりまとめ都道府県名 福島県 ）

事業の種類 ①展示住宅 ②生活体験施設事業者連絡先：024-553-3065

総事業費：2,516万円（うち補助金2,176万円）

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞

事業の種類： ①展示住宅、 ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修

外観写真 【１階】 【２階】

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞
①厳選された天然素材 木材はすべて地元産（県北産の杉 檜 栗材）を使用していま

＜展示住宅等の仕様等＞
①床面積 （1階）80 63 2 （２階）34 78 2

内観写真１

①厳選された天然素材：木材はすべて地元産（県北産の杉、檜、栗材）を使用していま
す。仕上げも瓦、漆喰、わら床畳、植物系塗料などの天然素材を使用しています。

②安全・安心の住まい：長期優良住宅の基準を上回る耐震性能があり、外壁工法は防
火認定済です。木の香り、木材の調湿作用により快適でやさしい室内環境を提供します。

③伝統が息づく職人の技：地元の職人が丹精込めて造り上げました 伝統的な継手・仕

①床面積：（1階）80.63m2、（２階）34.78m2

②外観：切妻屋根瓦葺き、外壁杉板張り及び
しっくい調塗装

③構造（部位毎の建材、寸法等）： ③伝統が息づく職人の技：地元の職人が丹精込めて造り上げました。伝統的な継手 仕
口工法は粘り強さを発揮し、随所に光る手仕事は手触り感が違います。

④先を見据えた家づくり：長期優良住宅の基準を上回る断熱性能があります。森の木が
成長するサイクルに合わせた寿命を備えることにより、持続可能な社会を形成します。

ベタ基礎・木造軸組在来工法（福島県産材）・
２階建て
土台：檜150×120、柱：杉120角、150角、梁
杉120×240～180×300、タル木：杉
2~60×210、落し込み板：杉30×135

＜平成２２年度の成果＞
内観写真２ ④断熱性能：次世代省エネ基準（Ⅲ地域）同

等、Ｑ値＝2.36

⑤展示期間：平成22年4月～平成29年3月

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：450名
②来場者又は生活体験者の主な声：
○木の香りがして落ち着く。木材を含め天然素材の手触り感が気持よく温もりを感じる。
○自然の採光や通風が心地よい。
○ふんだんに無垢の木材を使っていることに驚くが、工事費が高いのではないかと思う。


